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　豊浦中学校（2年生）では、
毎年、町内の企業を訪問し
て今後の学校生活また進路
選択に役立てるために、職
業体験を実施しています。
　10月17日、役場地方創生
推進室広報統計係に、2名
の生徒が来て、広報紙の作
成を体験してもらいまし
た。その奮闘ぶりをご紹介
します。

取材 消防豊浦支署で同じく
職業体験をしている生徒を、広報
統計係の目線から取材しました。
普段見ることのない同級生の仕
事の様子をカメラに収め、事前に
考えた質問事項から聞き取りし
ました。

編集 続いて、取材で持ち帰ってき
た情報を、パソコンを用いて編集作業
に取り組みます。撮影した写真の中か
ら一枚を選び、字数が限られているな
か情報を整理し文章を作成します。難
しい表現はしない、常用漢字を用いる
などのポイントを踏まえ、文章を考え
てもらいました。

左から山田紗菜さん、相川史歩さん

生徒が作成した記事は
6 ～ 7P「まちの話題」
で掲載しています。

〜体験を終えて〜

山田 紗菜 相川 史歩

　短い時間でしたが、
職業体験を通して、社
会のルールや「働く」と
いうことについて向き
合うことができたので
はないでしょうか。夢
や希望あふれる“これ
から”の人生を決める
時、今回の経験が少し
でも役立ちますように
と、願っております。

　私は、10月17日に役場広報統
計係で職業体験をしてきました。取
材や撮影の仕方について学び、実際
に記事をまとめました。
　働くとはどういうことなのか、深
く考えられる貴重な機会となりまし
た。
　今回学んだことを進路選択やこれ
からの生活に生かしていきたいと思
います。貴重な体験
をありがとうござい
ました。

　私は、10月17日に役場広報統
計係で、職業体験をしてきました。
　まずカメラの使い方を教えてもら
い、次に消防署に取材をしにいきま
した。写真の撮り方は、人の表情など
いろいろ気をつけなければいけな
かったりして取材も難しかったで
す。記事にまとめるのは、短くまとめ
たり常用漢字を使ったり大変だと思
いました。
　今回学んだことを
生かして進路選択を
しようと思いました。

Check！

－豊浦中学校職業体験－


